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要旨 

ヘリウムや二酸化炭素のような揮発性物質は、地球深部から地表までの地質学的

プロセスに関する重要な知見を提供する。この結果を地下の鉛直解像度を高め、より

広い水平範囲の情報を提供する地球物理学的データと統合することで、マントルのダ

イナミクスや地殻との相互作用をより良く解明することができる。ここでは、朝鮮半島

全域の断層に関連した温泉および深井戸から採取した流体試料に溶存する揮発性

物質の地球化学的研究を報告する。これらのデータは文献にある地球物理学的情報

と合わせて精査された。驚くべきことに、ヘリウム同位体とS波速度の間には強い空

間的相関があり、マントル湧昇が地球化学的・地球物理学的パラメータの両者に大き

な影響を与えていることが示唆された。さらに、計算されたヘリウムフラックスは既存

の火山地域のものと同程度であり、これは朝鮮半島地下のマントル上昇流によって

引き起こされた部分的なケイ酸塩物質の融解を示唆している。これらの知見は、現代

の大陸プレート内の環境（海嶺や島弧などのプレート境界とは異なる状況）において

も、マントル由来の揮発性物質が断層を通して広域に拡散放出される可能性を示唆

している。 


